
                         

                                           

小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説体育編における 
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１.はじめに 

 

体育・保健体育科の平成20年改訂学習指導要領の成果として、中央教育審議会(2016)は、『運

動やスポーツが好きな児童生徒の割合が高まったこと、体力の低下に歯止めが掛かったこと、「す

る、みる、支える」のスポーツとの多様な関わりの必要性や公正、責任、健康・安全等、態度の

内容が身に付いていること、子供たちの健康の大切さへの認識や健康・安全に関する基礎的な内

容が身に付いていること』などを挙げている。一方で課題については、「習得した知識及び技能

を活用して課題解決することや、学習したことを相手に分かりやすく伝えること等に課題がある

こと、運動する子供とそうでない子供の二極化傾向が見られること、子供の体力低下について、

低下傾向には歯止めが掛かっているものの、体力水準が高かった昭和60年ごろと比較すると、依

然として低い状況が見られることなどの指摘がある。また、健康課題を発見し、主体的に課題解

決に取り組む学習が不十分であり、社会の変化に伴う新たな健康課題に対応した教育が必要との

指摘がある」と述べている。 

 旧学習指導要領の成果と課題を踏まえて、学習指導要領改善の具体的事項の中で、「すべての

児童が、楽しく、安心して運動に取り組むことができるようにし、その結果として体力の向上に

つながる指導の在り方について改善を図る。その際に、特に、運動が苦手な児童や運動に意欲的

でない児童への指導の在り方について配慮する」とされており、これらの児童に対する具体的な

配慮の例が示されることとなった。そして、新たに記載されたこれらの配慮の例を分析する試み

が少数ではあるが行われている。 

加藤(2018)は、小学校学習指導要領(平成29年告示)解説体育編(文部科学省,2018)の運動(遊び)

に意欲的でない児童への配慮の例の例示数と内容について分析を行い、「仲間との関係」に起因

した学習に対する意欲と「恐怖や不安、自信」からくる運動に対する意欲の2つの観点が多いこと

を示した。また、中澤(2020)は、運動(遊び)に意欲的でない児童への配慮の例に基づいた指導の

有効性を検討し、運動自体よりも運動に向かう過程で、友達との関わりを活かしたり、事前の運

動で心弾ませる活動を準備したりすることによって、運動への意欲を高めようとするものである

と指摘している。 

以上のように、小学校学習指導要領(平成29年告示)解説体育編(文部科学省,2018)の「運動(遊

び)が苦手な児童への配慮の例」及び「運動(遊び)に意欲的でない児童への配慮の例」に対して関

心が向けられている。また、この新たに記載された2種類の配慮の例を分析し、適切に理解するこ
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とは、学習指導要領の理念を具体化するためだけではなく、さらに効果的な学習指導や配慮のあ

り方を探求するための土台として重要である。そこで本研究は、これまで分析の方法として使用

されていないテキストマイニングの手法の1つである単語頻度解析を用いて、小学校学習指導要

領(平成29年告示)解説体育編(文部科学省,2018)から新たに加えられた2種類の配慮の例のうち、

「運動(遊び)に意欲的でない児童への配慮の例」の内容を分析し、その特徴を明らかにすること

を目的とした。 

 

２. 研究方法 

 

2-1 分析の概要と対象 

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説体育編(文部科学省,2018)より、各学年各領域の「学び

に向かう力、人間性等」内に示されている「運動(遊び)に意欲的でない児童への配慮の例」を、

Text Mining Studio 6.3(株式会社NTTデータ数理システム社)を用いて、単語頻度解析を行った。 

「運動(遊び)に意欲的でない児童への配慮の例」総文章数70、総単語数1305を対象とした。 

 

2-2 分析の進め方 

 小学校学習指導要領(平成29年告示)解説体育編(文部科学省,2018)のPDF版を、瞬簡PDF変換 

11(アンテナハウス)を用いてテキストデータに変換し、「運動(遊び)に意欲的でない児童への配

慮の例」を抽出した。これをExcelファイルに保存したのち、各領域と全体のそれぞれでText Mining 
Studio6.3を用いて、単語頻度解析を行った。同時に、「運動に意欲的でない配慮の例」を精読し、

理解に努めた。本研究においては、年齢に応じた運動に意欲的でない児童への配慮の在り方では

なく領域における運動に意欲的でない児童への配慮の在り方を分析対象とした。前処理として、

削除語辞書、類義語辞書への登録を行った。「児童」「配慮」「運動」「意欲的」「取り組む」

「運動遊び」はほぼすべての文章の最初に用いられており、定型的に用いられていると判断でき

るため削除語辞書に登録し分析の対象から外した。また、各領域で定型的に用いられている単語

(水泳運動系の「水遊び」やボール運動系の「ボール遊び」など)については、領域ごとに削除語

辞書に登録することで対応を行った。また、「恐怖心」と「怖い」など、単語は別であるが意味

が同じと考えられるものに関しては、類義語辞書に登録し処理を行った。 

 

３. 結果と考察 

 
3-1 領域別分析 

(1) 体つくり運動系 

図1に体つくり運動系の単語頻度を示した。文章数は10、単語数は204であった。全6領域のうち、

文章数は4番目に多く、単語数は3番目に多い。 

「行い方」「体」「仲間」「友達」が最も多い4回であった。続いて、「グループ」「ペア」「工

夫」「自己」「動かす」「動き」が多く3回であった。「グループ」「ペア」が上位に挙がってい

るのは、他領域と比較しても体つくり運動系のみであり、特徴的な単語であると言える。 
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図1 体つくり運動系における単語頻度 図2 器械運動系における単語頻度 

図3 陸上運動系における単語頻度 図4 水泳運動系における単語頻度 

図5 ボール運動系における単語頻度 図6 表現運動系における単語頻度 
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体つくり運動系では、「仲間」「友達」などの単語から仲間との関わりによって意欲的になれ

ない児童が多いこと、「行い方」「体」などから運動自体に意欲的になれない児童が多いことが

示唆された。運動自体に意欲的になれない児童に対する配慮の例に関しては、仲間との関わりが

多く挙げられていた。学年初めに実施されることの多い領域であるため、体育の授業を通して人

間関係の育成も担っているものと考えられる。グループやペアの編成に配慮し、関わりを大切に

することで運動に対して肯定的な態度が育まれることが示唆される。 

(2) 器械運動系 

図2に器械運動系の単語頻度を示した。文章数は11、単語数は179であった。全6領域のうち、文

章数は3番目に多く、単語数は5番目に多い。 

「技」「場」が最も多く7回、続いて「設定」が6回、「恐怖心」「時間」「痛い＋ない」が4回
である。「運動感覚」「動かし方」が上位に来るのは、器械運動系だけであるため、特徴的な単

語であると言える。 

器械運動系では、「恐怖心」「痛い＋ない」などの単語から技に対して恐怖心や不安感によっ

て運動に意欲的になれない児童が多いことが示唆された。また、文章数に対して単語数が少ない

ことから技が難しくなることを念頭に置きながらも学年が上がることで意欲的になれない児童の

意欲が改善されにくいことが考えられる。そのため、運動感覚や体の動かし方を掴めるような場

の設定によって運動に肯定的な態度を育めることが示唆される。 

(3) 陸上運動系 

図3に陸上運動系の単語頻度を示した。文章数は12、単語数は217であった。全6領域のうち、文

章数が2番目に多く、単語数が2番目に多い。 
「うまい」が最も多く6回、続いて「課題」「設定」が5回、「リレー」「場」が4回である。こ

こで出てくる「うまい」は、「うまく走ったり跳んだりできない」や「うまく関わり合うことが

できない」などほとんどすべてが否定的な意味で使われている。特徴的な語が存在しているわけ

ではないが、他領域に比べて意欲的になれない場面が具体的に書かれている。 
陸上運動系では、他領域に比べ意欲的になれない場面が特定されていることが示唆された。「課

題」「設定」「場」などの単語の頻度が高いことから、課題や場の設定を工夫することで運動に

意欲的になれるよう配慮する必要があることがわかる。難易度の異なる場をいくつか用意したり、

達成感を味わい恐怖を軽減することができる場を設定し、「関わり合う＋できない」「教え合う」

も出てくることから、そこでの仲間との関わり合いで運動に意欲的に取り組めるよう配慮するこ

とによって運動に肯定的な態度を育めることが示唆された。 
(4) 水泳運動系 

図4に水泳運動系の単語頻度を示した。文章数は9、単語数は198である。全6領域のうち、文章

数は5番目に多く、単語数は4番目に多い。 

「設定」が最も多く5回、続いて「一緒」「課題」「取り入れる」「場」が4回、「距離」「恐

怖心」「水」「挑戦」「友達」が3回であった。各学年3項目ずつ例示されているが、意欲的にな

れない場面はほぼ同一である。また、技術習得済みの児童への配慮の例も各学年1項目ずつ示され

ている。 

水泳運動系では、他領域と違い技術習得済みの児童への配慮の例が各学年1項目ずつ示されて

いることから、できる子とできない子の差が大きいことが示唆され、仲間との関わりの中で、自
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身の課題に意欲的に取り組めるよう例示されている。「場」「一緒」「距離」などの用語の頻度

が高いことから、恐怖心や違和感を軽減できる場や距離の設定を工夫することで達成感を味わえ

るよう配慮することにより運動に肯定的な態度を育めることが示唆された。 

(5) ボール運動系

図5にボール運動系の単語頻度を示した。文章数は21、単語数は365である。全6領域のうち、文

章数は最も多く、単語数も最も多い。 

「チーム」が最も多く8回である。続いて「分かる＋ない」が6回、「場」「設定」「役割」が

5回である。「役割」が単語頻度上位に入るのはボール運動系のみであり、特徴的な単語であると

言える。また、他領域に比べて文章数、単語数が多い。 

ボール運動系では、種目が特定されるような文章は多くなく、文章数、単語数が多いことから

意欲的になれない場面が多岐に渡っていることが示唆される。また、「チーム」「場」「設定」

「役割」などの単語頻度が高いことから、チーム編成、場やルールの設定を工夫することにより

運動に肯定的な態度を育めることが示唆された。技術習得済みの児童へは、役割を適切に与える

ことでチームの中で意欲的に取り組めることが示唆された。 

(6) 表現運動系

図6に表現運動系の単語頻度を示した。文章数は7、単語数は142である。全6領域のうち、文章

数は最も少なく、単語数も最も少ない。 

「関心」が最も多く4回である。続いて、「リズム」「乗る」「体」「導入」が3回である。全

体的に他領域と同じような単語が少なく、頻度も少ない。 

表現運動系では、技能面で意欲的になれないというよりは、「関心」「導入」などから心理面

で意欲的になれない児童が多いことが示唆された。「乗る」「ほぐす」「簡単」「軽快」などの

単語から、心や体をほぐす導入により、関心をもってリズムに乗り体を動かせるよう配慮するこ

とで運動に対して肯定的な態度を育めることが示唆された。 

3-2 全体分析

図7に全体を分析対象とした場合の単語頻度を示した。文章数は70、単語数は1305である。

「設定」が最も多く22回であり、次に「場」が多く21回である。その後は、「ゲーム」「友達」

「課題」「仲間」と続いていく。「設定」「場」「友達」などから、達成感を味わったり恐怖心

を軽減できるような場や課題を設定したり、

友達とうまく関われる場をつくることによっ

て運動に対して肯定的な態度を育めることが

示唆された。領域別の結果と大きな差は見受

けられなかった。 

４. まとめ

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説体

育編(文部科学省,2018)の「運動(遊び)に意欲

的でない児童への配慮の例」総文章数70、総単
図7 全体を分析対象とした場合の単語頻度 
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語数1305をテキストマイニングの手法の1つである単語頻度解析を用いて分析した。領域別及び

全体を対象として分析した結果、「友達」や「仲間」等の単語に象徴されるような学習者間の関

係性に着目した配慮と「場」や「設定」等の単語に象徴されるような学習環境や練習課題のデザ

インに着目した配慮が顕著な特徴として認められた。
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Word Frequency Analysis of "Examples of Considerations for Children 
Unmotivated into Sport and Exercise" in the Manual of the National 
Curriculum Guideline for Elementary Schools (Physical Education) 

MATSUDA, Yuuka
Ureru Net Advertising Co., Ltd.
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Faculty of Education, Saitama University

Abstract 
In this study, we analyzed “examples of considerations for children unmotivated into sport and 
exercise,” consisting of 1305 words, 70 sentences, in the manual of the national curriculum 
guideline for elementary schools (physical education edition), using word frequency analysis. As 
the result of analysis by domain and as a whole, the instructional considerations focusing on the 
relationship among learners, represented by the word "friend" and the word "peer," and those 
focusing on the design of both learning environment and practice tasks, represented by the word 
"place" and the word "setting," are recognized as prominent features. 

Keywords：physical education class, text mining, motivation  
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